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1．背景と研究目的 
リチウムイオン電池の高まる高性能化需要を受け、レアメタルフリー、高エネルギーな蓄電池シス

テムが求められている。ポストリチウムイオン電池としてナトリウムをキャリアとするナトリウムイ

オン電池は、正極材料の選定によりレアメタルフリー蓄電池を創出可能である。本研究では、ナトリ

ウムと鉄から構成される酸化物、特に多量のナトリウム脱挿入が見込めるナトリウム過剰鉄酸化物

Na5FeO4に着目し、酸素の電子状態分析を行った。 
 
2．実験内容 

Na2O と NaFeO2を Na/Fe = 5/1 (mol/mol)の比で混合し、遊星ボールミルにてメカニカルミリング処理

を行った。O K-edge XAS 測定は全電子収量法と蛍光収量法にて測定し、解析には Athena を用いた[1]。  
 
3．結果および考察 

Fig. 1 に NaFeO2と Na5FeO4の O K-edge XANES スペクトルを示す。NaFeO2では 530.5 eV に Fe3+(Oh)-
O 混成軌道に帰属されるピークが観察された。一方 Na5FeO4では 530.5 eV のピーク強度は小さくな

り、他に 528, 532, 534 eV にピークが観察された。原料に用いた Na2O 試薬に含まれる不純物も考慮す

ると、Na2O、Na2O2、Na2CO3、NaOH、Fe3+(Td)-O が候補として考えられる。今後標準試料の追加測定

や充放電前後の Na5FeO4電極を測定し、レドックスを担う元素を追跡する予定である。 
 

4．参考文献 
1．B. Ravel et al., J. Synchrotron Rad. 12, 537 (2005). 

実験番号：2022D2016（8.0時間） BL1N2 

Fig.1  O K-edge XANES spectra. 


